
 

共催： 科学研究費助成 基盤研究（C） 25K04101 『併合と最小探索に基づく日英語比較研究：統辞構造はどのように生成され解釈されるのか』 

Topics in 
Japanese Syntax 

講師： 岸本 秀樹 （神戸大学） 

司会・コメンテーター：北原 久嗣 (慶應義塾大学) 

日時： 2026 年 1 月 17 日(土)～18 日(日) 13:30-18:00（予定） 

会場： 慶應義塾大学三田キャンパス東館 8 階ホール ※対面開催のみ 

使用言語：日本語 

参加申込：研究所ホームページもしくは右のＱＲコードよりお申込み下さい 

* 準備の都合により、事前申込をお願いいたします。 

   * 事前にお申込みいただかない方の当日参加も可能ですが、会場にて参加者カードへご記入いただきます。 
* 今回のセミナーは生成文法研究の専門的知識が前提となります。 

本セミナーでは，主に日本語の特徴的な構文およびその統語現象を詳細に検討して

言語に関する仮説や統語理論に対してどのような貢献ができるかについて考えた

い。２日間のセミナーにおいては，以下の４つのトピック（構文）を取り上げる予

定である。 

Day 1.  Topic A. Transitive Copular Construction 

         Topic B. Light Verb Construction 

 Day 2.  Topic C. Extended Predicate Construction 

         Topic D. Secondary Predicate Construction 


